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令和３年第１回臨時会・第１回定例会議決結果

案　　　件　　　名 結 果

賛否（○…賛成　×…反対　ー…賛否に加わっていない）
公明党
議員団

日本共産
党議員団

創生
岩出

郁青青
クラブ ネット岩出

奥
田
富
代
子

大
上
正
春

玉
田
隆
紀

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

尾
和
正
之

山
本
重
信

三
栖
慎
太
郎

井
神
慶
久

田
中
宏
幸

福
岡
進
二

吉
本
勧
曜

令和3年　第1回臨時会
専決処分の承認を求めることについて

（令和 2 年度岩出市一般会計補正予算第 7 号） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岩出市監査委員の選任について（三
み

栖
す

 慎
しん

太
た

郎
ろう

 氏） 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇
令和3年　第1回定例会

専決処分の承認を求めることについて
（令和 2 年度岩出市一般会計補正予算第 8 号） 承認 〇 〇 〇 〇 〇

（
議
長
の
た
め
、
賛
否
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岩出市国民健康保険税条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岩出市債権管理条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岩出市学校給食費に関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

いわで御殿設置及び管理条例の全部改正について 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岩出市国民健康保険条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岩出市介護保険条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 2 年度岩出市一般会計補正予算（第 9 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 2 年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 2 年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 2 年度岩出市下水道事業会計補正予算（第 3 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市道路線の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

いわで御殿の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 3 年度岩出市一般会計予算 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 3 年度岩出市国民健康保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 3 年度岩出市介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 3 年度岩出市後期高齢者医療特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 3 年度岩出市墓園事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 3 年度岩出市水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 3 年度岩出市下水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岩出市教育委員会委員の任命について（奥
おく

 美
み

友
ゆ

季
き

 氏） 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

産業廃棄物処理施設の設置に反対する意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岩出市議会会議規則の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
※案件名は、正式議案名ではありません。
※岩出市議会議員一般選挙後の議会構成を決定するため、2 月 16 日から 18 日までの 3 日間、令和 3 年第 1 回臨時会を
開催しました。

予算審査特別委員会の設置
令和 3 年度岩出市一般会計予算を審査するため、3 月 10 日、11 日に開催し、慎重審査しました。
審査の結果、可決すべきものと決定し、3 月 16 日の本会議で報告いたしました。
　　予算審査特別委員会委員（令和 3年 3月 4日　選任）
　　・委員長　　山本　重信　　・副委員長　福岡　進二
　　　委　員　　梅田　哲也　　奥田　富代子　　吉本　勧曜　　大上　正春　　市來　利恵

いわで議会だより − 2−いわで議会だより



福 岡 進 二　議員	 4頁
◎　新型コロナウイルスワクチン接種の対策について
◎　コロナ禍における岩出図書館運営について
◎　ＮＥＴ１１９緊急通報システムについて

大 上 正 春　議員	 5頁
◎　災害発生時における市民への対応について

◎　自治会について

◎　ＩＣＴ教育について

玉 田 隆 紀　議員	 6頁
◎　ペットの環境対策について

◎　ごみ減量化対策について

◎　自治会等の公園対策について

奥 田 富 代 子　議員	 7頁
◎　新型コロナウイルスワクチン接種体制について
◎　自殺予防対策について
◎　下水道事業について

尾 和 正 之　議員	 8頁
◎　香害・化学物質過敏症について
◎　市立図書館について

増 田 浩 二　議員	 9頁
◎　新型コロナ禍が続く中、市民への支援策を
◎　根来小学校新運動場に、トイレの設置を
◎　根来区に計画されている産業廃棄物処理施設
への見解は

市 來 利 恵　議員	 10頁
◎　新型コロナウイルス感染症対策について
（社会的検査の実施）

◎　ジェンダー平等の実現と女性の貧困問題につ
いて

◎　香害について

7名の議員が市政を問う

※　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。
※　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一 般 質 問

◇一般質問項目の事前公表

一般質問における質問者・項目については、事前に岩出市議
会ウェブサイトで公表していますので、ご覧ください。

令和３年第1回定例会（３月議会）

いわで議会だよりいわで議会だより− 3−



ワ
ク
チ
ン
接
種

円
滑
な
実
施
を

万
が
一
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
っ
て
、
健
康
被
害
が
生

じ
た
場
合
、
国
に
よ
る
予
防

接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
が

あ
り
ま
す
。

③
高
齢
者
に
接
種
券
を
郵
送

す
る
時
期
に
合
わ
せ
、
４
月

上
旬
を
目
途
に
設
置
す
る
予

定
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
岩
出
図

書
館
運
営
に
つ
い
て

質　

問

①
安
全
・
安
心
の
た
め
、
今

ま
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を
実

施
し
て
き
た
の
か
。

②
電
子
図
書
館
「
い
わ
で
ｅ

―
Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ
」
を
昨

年
12
月
に
導
入
し
て
い
る
が
、

導
入
後
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

答　

弁　

教　

育　

長

①
館
内
の
徹
底
し
た
消
毒
、

入
館
時
に
お
け
る
検
温
、
返

却
本
の
消
毒
。
受
付
及
び
カ

ウ
ン
タ
ー
で
の
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
の
設
置
、
イ
ベ
ン
ト
等

で
の
定
員
削
減
な
ど
、
考
え

ら
れ
る
感
染
防
止
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
電

子
書
籍
を
借
り
、
読
み
、
返

却
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

破
損
や
紛
失
す
る
こ
と
が
な

い
こ
と
。
文
字
の
拡
大
や
読

み
上
げ
な
ど
の
機
能
も
あ
る

こ
と
。
ま
た
、
臨
時
休
館
や

外
出
自
粛
等
の
際
で
も
図
書

館
に
来
館
し
な
く
て
も
利
用

で
き
、
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
も
図
れ
る
と
考
え
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
入
館
者

減
少
の
要
因
に
も
な
る
こ
と
。

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
音
声

に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困

難
な
聴
覚
や
発
語
に
障
害
が

あ
る
方
が
、
円
滑
に
消
防
へ

の
通
報
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

質　

問

①
運
用
開
始
時
期
及
び
周
知

方
法
は
。

②
本
市
の
登
録
者
数
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
こ
の
事
業
は
、
那
賀
消
防

組
合
の
事
業
で
、
平
成
２７
年

４
月
か
ら
利
用
可
能
と
な
っ

て
い
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

Ｗ
ｅ
ｂ
１
１
９
が
、
平
成
２9

年
３
月
に
新
た
に
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１

１
９
に
移
行
し
た
も
の
で
す
。

本
市
で
は
、
毎
年
発
行
し

て
い
る
障
害
者
（
児
）
福
祉

の
し
お
り
や
、
市
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
聴
覚
障
害
者
協
会

に
対
し
て
、
会
員
の
方
に
周

知
し
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼

も
行
っ
て
い
ま
す
。

②
那
賀
消
防
組
合
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
１５
名
の
方
が
登

録
し
て
い
ま
す
。

質　

問

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
及
び

接
種
期
間
は
。

②
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
は
。

③
相
談
窓
口
及
び
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
設
置
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
現
段
階
で
は
、
集
団
接
種

を
予
定
し
て
お
り
、
高
齢
者

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
、

４
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま

で
に
実
施
す
る
よ
う
計
画
し

て
い
ま
す
。

高
齢
者
以
外
の
方
の
接
種

期
間
は
、
国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
踏
ま
え
、
ワ
ク
チ
ン
の

入
荷
状
況
を
見
て
計
画
す
る

予
定
で
す
。

②
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ

ン
の
主
な
副
反
応
は
、
頭
痛
、

関
節
や
筋
肉
の
痛
み
、
注
射

し
た
部
分
の
痛
み
、
疲
労
、

寒
け
、
発
熱
等
が
あ
り
ま
す
。

福岡　進二 議員
（ネット岩出）

いわで議会だより − 4−いわで議会だより



ア
ル
等
に
記
載
し
、
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

再　

質　

問

地
震
計
の
設
置
場
所
の
変

更
等
を
県
に
申
し
入
れ
で
き

な
い
の
か
。

答　

弁　

総
務
部
次
長

和
歌
山
気
象
台
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
頑
丈
な
地
盤
が

大
前
提
で
あ
る
た
め
、
市
役

所
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
要

件
に
即
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

他
の
場
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
震
度
計
と
比
較
し
、
著

し
い
差
異
等
が
あ
る
場
合
は

場
所
の
変
更
等
も
検
討
す
る

が
、
現
時
点
で
予
定
は
な
い
。

身
近
な
防
犯
対
策
、
近
隣
同

士
の
助
け
合
い
の
場
を

質　

問

①
自
治
会
未
加
入
世
帯
数
は
。

②
未
加
入
世
帯
の
防
犯
対
策

と
、
高
齢
者
世
帯
の
粗
大
ご

み
の
処
理
方
法
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
令
和
３
年
２
月
末
時
、
未

加
入
世
帯
８
，５
０
４
世
帯
。

②
市
広
報
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
防
犯
情
報
の
提
供
や
、
特

殊
詐
欺
の
発
生
な
ど
緊
急
時

の
市
内
放
送
。
小
中
学
校
の

登
下
校
時
間
に
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、

犯
罪
抑
制
に
努
め
て
い
る
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

②
自
治
会
未
設
立
の
場
合
も

代
表
者
を
決
め
て
い
た
だ
き
、

収
集
を
行
う
。
高
齢
者
世
帯

に
は
ふ
れ
あ
い
収
集
を
実
施
。

ICT
教
育
の
今
後
の
課
題

質　

問

①
教
員
は
現
在
ど
れ
く
ら
い

ま
で
活
用
で
き
て
い
る
の
か
。

②
有
害
情
報
対
策
は
。

答　

弁　

教　

育　

長

①
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
導
入

直
後
の
ICT
活
用
指
導
力
の
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
で
は
、

巨
大
地
震
発
生
を
見
据
え
て

安
心
で
き
る
市
民
の
対
応
を

質　

問

①
震
度
を
測
定
す
る
地
震
計

の
場
所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、

そ
れ
は
適
切
な
場
所
な
の
か
。

②
岩
出
市
内
の
避
難
施
設
は
、

何
件
か
。
ま
た
、
避
難
場
所

と
し
て
災
害
時
に
安
心
し
て

使
用
で
き
る
の
か
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
震
度
計
は
県
が
市
役
所
敷

地
内
の
教
育
委
員
会
棟
の
北

東
に
設
置
。
定
期
的
に
保
守

点
検
を
実
施
。
設
置
場
所
が

気
象
庁
の
基
準
に
照
ら
し
合

わ
せ
、
適
切
か
ど
う
か
の
点

検
も
合
わ
せ
実
施
さ
れ
て
お

り
、
設
置
場
所
は
適
切
で
あ

る
と
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

②
災
害
時
に
お
い
て
、
一
定

期
間
避
難
す
る
指
定
避
難
所

と
し
て
の
施
設
は
２２
カ
所
。

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所

開
設
時
に
は
、
避
難
者
を
施

設
内
に
誘
導
す
る
前
に
、
建

物
自
体
の
損
傷
の
確
認
や
落

下
物
の
有
無
の
確
認
を
実
施
。

安
全
が
確
認
で
き
た
場
合

に
避
難
者
の
誘
導
を
行
う
よ

う
市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

新
し
い
機
器
や
ソ
フ
ト
の
操

作
へ
の
不
安
か
ら
か
機
器
の

活
用
や
児
童
生
徒
へ
の
指
導

に
関
し
て
低
下
し
て
い
る
。

今
後
、
年
二
回
の
チ
ェ
ッ

ク
で
活
用
能
力
を
把
握
し
、

研
修
を
続
け
て
い
く
。

②
機
器
の
機
能
で
の
防
御
と
、

情
報
モ
ラ
ル
教
育
等
で
児
童

生
徒
が
有
害
情
報
等
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
、

二
つ
の
取
り
組
み
が
必
要
。

再　

質　

問

ICT
支
援
員
の
早
期
導
入
は
。

答　

弁　

教　

育　

長

今
後
、
本
格
的
な
導
入
後
、

必
要
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

災害発生時の
市民への対応

市役所敷地内の震度計

大上　正春 議員
（公明党議員団）

いわで議会だよりいわで議会だより− 5−



質　

問

①
避
難
所
の
ペ
ッ
ト
対
策
。

②
ペ
ッ
ト
用
備
蓄
の
考
え
。

③
ペ
ッ
ト
の
登
録
数
。

④
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
設
置
。

答　

弁　

総
務
部
次
長

①
災
害
が
発
生
し
、
避
難
所

で
生
活
す
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
、
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避

難
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

避
難
所
に
お
い
て
、
原
則

と
し
て
ペ
ッ
ト
は
、
屋
外
に

設
け
ら
れ
た
所
定
の
ス
ペ
ー

ス
で
、
ケ
ー
ジ
で
の
飼
育
と

な
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難
に

備
え
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
項

目
を
記
載
し
、
学
校
等
の
避

難
所
に
ペ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
の

事
前
想
定
を
し
て
い
ま
す
。

②
備
蓄
の
考
え
は
無
い
が
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
通
じ
、

飼
い
主
各
自
で
の
備
蓄
の
啓

発
を
し
て
い
る
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

③
令
和
２
年
１２
月
末
現
在

畜
犬
登
録　

２
，
７
９
４
頭

答　

弁　

事
業
部
長

①
③
清
掃
・
除
草
・
樹
木
の

剪
定
・
日
常
の
維
持
管
理
は

区
自
治
会
等
が
行
い
、
公
園

施
設
の
定
期
点
検
・
修
繕
・

高
木
等
の
伐
採
・
ペ
ン
キ
・

除
草
剤
等
の
原
材
料
支
給
は

市
で
行
う
こ
と
と
し
、
自
治

会
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
場

合
も
同
様
に
対
応
す
る
。

②
一
時
避
難
所
と
し
て
活
用

等
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
機
能
充
実
に
取
り

組
む
。
自
治
会
総
意
で
老
朽

化
遊
具
撤
去
は
可
、
再
度
新

設
は
不
可
。
撤
去
後
は
防
災

倉
庫
設
置
等
が
考
え
ら
れ
る
。

環境対策について

④
現
在
の
と
こ
ろ
、
ド
ッ
グ

ラ
ン
施
設
設
置
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

質　

問

①
ご
み
減
量
化
の
現
状
。

②
２0
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
ご
み

袋
販
売
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
家
庭
系
可
燃
ご
み
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
事
業
系
可

燃
ご
み
と
粗
大
ご
み
は
増
加

し
て
い
ま
す
。

要
因
と
し
て
、
家
庭
系
は

分
別
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

の
減
少
。
事
業
系
は
事
業
所

数
の
増
加
。
粗
大
ご
み
は
家

庭
内
の
家
財
整
理
が
進
ん
だ

結
果
と
見
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
ご
み
袋
実
態
調

査
見
学
会
や
環
境
出
前
講
座

な
ど
の
啓
発
に
よ
り
、
分
別

の
周
知
徹
底
に
取
り
組
み
、

事
業
所
訪
問
や
持
ち
込
み
ご

み
の
監
視
強
化
に
努
め
、
ご

み
減
量
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
有
料
可
燃
ご
み
袋
の
サ
イ

ズ
は
、
２0
・
30
・
4５
リ
ッ
ト

ル
の
３
種
類
で
す
が
、
２0
リ

ッ
ト
ル
の
ご
み
袋
の
使
用
数

は
増
加
し
て
い
る
と
把
握
し

て
い
ま
す
。

２0
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
ご
み

袋
販
売
は
、
市
民
の
利
便
性

を
考
慮
し
、
商
工
会
や
取
扱

店
舗
に
意
見
聴
取
を
行
い
、

将
来
推
計
使
用
数
や
他
市
の

状
況
も
踏
ま
え
研
究
し
ま
す
。

質　

問

①
公
園
管
理
の
現
状
。

②
公
園
の
新
た
な
活
用
方
法
。

③
自
治
会
が
な
い
公
園
の
管

理
。

玉田　隆紀 議員
（公明党議員団）

ペ
ッ
ト
の
環
境
対
策

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

ご
み
減
量
化
対
策

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

自
治
会
等
の
公
園
対
策

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

いわで議会だより − 6−いわで議会だより



奥田 富代子 議員
（公明党議員団）

総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進

し
て
い
る
。

９
月
の
自
殺
予
防
週
間
中

は
、
地
域
福
祉
課
窓
口
に
啓

発
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
啓

発
物
資
や
チ
ラ
シ
を
配
布
。

３
月
の
自
殺
対
策
強
化
月

間
は
、
岩
出
図
書
館
で
関
連

図
書
や
パ
ネ
ル
を
展
示
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
啓
発
物
資
配

布
の
ほ
か
、
自
殺
予
防
映
画

の
上
映
や
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、

自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン

に
気
づ
き
、
適
切
な
対
応
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
人
の
事
。

自
殺
予
防
対
策
に
つ
い
て

世
界
保
健
機
関
に
よ
る
と
、

日
本
は
、
主
要
先
進
７
か
国

の
中
で
、
最
も
自
殺
死
亡
率

が
高
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

毎
年
、
２
万
人
を
超
え
る

方
々
が
自
殺
を
し
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。

③
記
録
シ
ス
テ
ム
導
入
の
考

え
は
。

④
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
予
約
は

で
き
る
の
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
対

応
が
難
し
い
障
が
い
者
等
の

方
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
窓

口
、
ま
た
は
電
話
、
も
し
く

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
対

応
を
考
え
て
い
る
。

②
住
民
一
人
ひ
と
り
の
接
種

情
報
が
、
記
録
シ
ス
テ
ム
に

登
録
さ
れ
る
。
住
所
地
以
外

で
の
接
種
状
況
も
含
め
、
接

種
情
報
の
把
握
が
可
能
に
な

り
、
接
種
券
の
紛
失
時
に
も
、

接
種
回
数
の
確
認
が
で
き
る
。

③
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
導
入

を
考
え
て
い
る
。

④
現
時
点
で
は
、
考
え
て
い

な
い
。

質　

問

①
本
市
に
お
け
る
近
年
の
自

殺
者
の
傾
向
は
。

②
自
殺
予
防
対
策
の
取
り
組

み
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①・
人
数

平
成
２9
年　

９
名

平
成
30
年　

６
名

令
和
元
年　

７
名

　
　
　

計　

２２
名

・
性
別

　

男
性
１２
名　

女
性
１0
名

・
年
齢
（
年
代
別
）

　

２0
歳
未
満　

０
％

　

２0
歳
代　
　

４
％

　

30
歳
代　
　

２3
％

　

40
歳
代　
　

２3
％

　

５0
歳
代　
　

１8
％

　

60
歳
代　
　

１4
％

　

７0
歳
代　
　

１8
％

　

80
歳
以
上　

０
％

②
岩
出
市
自
殺
対
策
計
画
に

基
づ
き
、
自
殺
対
策
を
進
め

て
い
る
。
精
神
保
健
の
視
点

だ
け
で
な
く
、
社
会
的
、
経

済
的
な
視
点
を
含
む
包
括
的

な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た

め
、
関
連
の
部
署
と
連
携
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
に
つ
い
て

本
市
で
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
開
始
に
向
け
、
安
全

に
円
滑
に
接
種
を
行
え
る
よ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

組
み
対
応
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
収
束
の
鍵
を
握
る

ワ
ク
チ
ン
が
、
希
望
者
の
元

に
届
く
よ
う
、
万
全
を
期
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

質　

問

①
障
が
い
者
へ
の
情
報
周
知

や
相
談
体
制
で
の
配
慮
は
。

②
政
府
が
開
発
し
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
記
録
シ
ス
テ
ム
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

ゲートキーパー養成講座

いわで議会だよりいわで議会だより− 7−



知
っ
て
下
さ
い

化
学
物
質
過
敏
症

建
材
や
農
薬
の
微
量
の
化
学

物
質
に
敏
感
に
反
応
し
、
頭

痛
や
目
ま
い
等
の
症
状
が
発

生
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
問

題
の
相
談
件
数
は
、
平
成
30

年
度
１
名
、
延
べ
１
件
。
令

和
元
年
度
２
名
、
延
べ
４
件
。

令
和
２
年
度
１
名
、
延
べ
４

件
で
す
。

②
化
学
物
質
過
敏
症
は
、
シ

ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
と
は
異

な
り
、
発
症
等
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
は
未
解
明
な
部
分
が
あ

り
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

に
よ
る
啓
発
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
の
動
向
を
見
な

が
ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

③
市
の
広
報
紙
及
び
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
お
い
て
、
化
学
物

質
過
敏
症
に
つ
い
て
の
記
事

を
掲
載
し
、
住
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
周
知
・
啓

発
を
図
り
ま
す
。

再　

質　

問

過
去
の
議
会
で
の
答
弁
か

ら
、
具
体
的
に
実
行
さ
れ
た

周
知
・
啓
発
活
動
は
。

答　

弁　

保
険
年
金
課
長

広
報
い
わ
で
令
和
元
年
９

月
号
、
令
和
２
年
９
月
号
に

説
明
記
事
を
掲
載
。
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

子
ど
も
や
保
護
者
の
方

か
ら
の
訴
え
を
大
切
に

改
善
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

目
的
に

質　

問
市
立
図
書
館
に
つ
い
て

①
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
図
書

館
よ
く
あ
る
質
問
」
コ
ー
ナ

ー
に
つ
い
て
。
相
談
件
数
・

分
析
は
で
き
て
い
る
の
か
。

②
「
図
書
館
で
自
習
勉
強
は

で
き
な
い
の
で
す
か
」
に
つ

い
て
、
相
談
件
数
・
分
析
は
。

答　

弁　

教　

育　

長

①
②
図
書
館
開
館
以
降
約
１５

年
間
で
、
自
習
室
に
対
す
る

質
問
・
意
見
は
、
岩
出
図
書

館
で
直
接
お
聞
き
し
た
件
数

が
１５
件
、
市
政
懇
談
会
５
件
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
意
見
箱
１５

件
の
計
3５
件
。
要
望
が
多
い

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

岩
出
図
書
館
で
は
自
習
室
を

設
置
し
て
い
な
い
の
で
、
自

分
の
問
題
集
や
参
考
書
を
持

ち
込
ん
で
の
勉
強
は
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。
図
書
館
の

資
料
を
利
用
し
て
勉
強
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
。

再　

質　

問

市
民
の
声
が
多
く
な
れ
ば

改
善
し
て
い
く
考
え
は
。

答　

弁　

教　

育　

長

も
ち
ろ
ん
、
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
改
善
に
係
る
１

つ
の
根
拠
と
な
る
と
考
え
て

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
自

習
の
場
は
、
分
室
及
び
地
区

公
民
館
の
み
で
す
。

市
民
の
切
な
る
思
い
、
声
を

市
政
に
届
け
る
た
め
に

質　

問
香
害
・
化
学
物
質
過
敏
症

に
つ
い
て
。

①
情
報
と
分
析
の
大
切
さ
か

ら
、
市
政
に
届
い
た
相
談
件

数
と
そ
の
内
容
は
。

②
化
学
物
質
過
敏
症
と
シ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
と
の
違
い

は
。
ま
た
、
き
め
細
か
い
把

握
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
は
。

③
化
学
物
質
過
敏
症
の
周

知
・
啓
発
の
具
体
的
な
対
策

に
つ
い
て
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
香
害
と
は
、
合
成
洗
剤
や

柔
軟
剤
、
化
粧
品
な
ど
に
含

ま
れ
て
い
る
合
成
香
料
に
よ

っ
て
不
快
感
や
健
康
被
害
が

生
じ
る
こ
と
。
化
学
物
質
過

敏
症
は
、
合
成
洗
剤
の
ほ
か
、

尾和　正之 議員
（郁青青クラブ）

身の回りのさまざまな製品に化学物質は含まれている
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金
の
減
免
施
策
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

答　

弁　

教　

育　

長

③
市
単
独
で
の
軽
減
措
置
や

無
償
化
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
収

入
減
少
家
庭
対
応
と
し
て
、

就
学
援
助
制
度
が
あ
り
、
受

付
期
間
を
延
長
し
て
い
ま
す

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

④
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

⑤
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
家
庭

へ
の
お
祝
い
金
に
つ
い
て
、

制
度
化
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

根
来
小
新
運
動
場
ト
イ
レ
を

質　

問

①
根
来
小
学
校
の
新
運
動
場

ト
イ
レ
改
修
は
、
い
つ
改
善

を
行
う
の
か
。

②
排
水
対
策
の
整
備
工
事
、

周
辺
整
備
の
取
り
組
み
を
ど

う
行
う
の
か
。

答　

弁　

教　

育　

長

①
②
年
次
計
画
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
に
建
築
設
計
を

行
い
、
令
和
４
年
度
に
旧
ト

イ
レ
の
解
体
を
し
、
公
共
下

水
道
に
接
続
を
行
い
、
新
ト

イ
レ
を
建
築
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

周
辺
の
排
水
溝
の
整
備
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
対

す
る
意
見
書
の
対
応
は

質　

問

①
根
来
区
に
計
画
さ
れ
て
い

る
産
廃
施
設
へ
の
見
解
は
。

②
県
へ
の
意
見
書
は
、
ど
の

よ
う
な
内
容
の
も
の
を
出
し

た
の
か
。

答　

弁　

市　

長

①
環
境
を
守
る
審
議
会
か
ら

建
設
に
反
対
す
る
意
見
書
が

提
出
さ
れ
て
お
り
、
設
置
に

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

各
種
施
策
を
求
め
る

質　

問

①
市
民
の
生
活
実
態
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

②
水
道
料
金
の
基
本
料
減
免

施
策
の
実
施
を
。

③
学
校
給
食
費
の
軽
減
自
治

体
を
見
習
い
、
岩
出
市
で
も

実
施
を
。

④
敬
老
会
事
業
、
昨
年
同
様

に
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
を
。

⑤
昨
年
、
５
月
31
日
ま
で
の

母
子
手
帳
保
持
者
に
給
付
金

対
応
が
さ
れ
た
が
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
家
庭
へ
子
育
て

支
援
策
の
お
祝
い
金
制
度
の

実
施
を
。

答　

弁　

市　

長

①
感
染
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

は
現
実
的
で
な
く
、
共
存
し

て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

経
済
状
況
が
悪
化
し
、
本
市

の
税
収
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
憂

慮
し
て
い
ま
す
。

答　

弁　

上
下
水
道
局
理
事

②
今
後
、
水
道
施
設
の
更
新

事
業
に
伴
い
、
資
金
確
保
が

必
要
に
な
る
た
め
、
水
道
料

関
し
て
再
考
を
求
め
る
と
と

も
に
、
許
可
に
つ
い
て
配
慮

を
要
望
し
て
い
ま
す
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

②
１
月
４
日
付
け
で
、
岩
出

保
健
所
あ
て
に
次
の
と
お
り

提
出
し
て
い
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の

計
画
は
、
本
市
の
基
本
計
画

の
将
来
構
想
外
で
あ
り
、
市

民
か
ら
は
生
活
環
境
の
保
全

に
対
す
る
不
安
か
ら
、
計
画

に
対
す
る
反
対
も
あ
り
、
再

考
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

市民生活困窮
支援策の実施を

増田　浩二 議員
（日本共産党議員団）

いわで議会だよりいわで議会だより− 9−



市來　利恵 議員
（日本共産党議員団）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
頼
み

で
は
な
く
、
感
染
対
策
の
基

本
的
な
取
り
組
み
が
引
き
続

き
必
要
で
す
。

感
染
拡
大
を
抑
え
る
に
は
、

症
状
が
出
て
い
る
方
や
濃
厚

接
触
者
な
ど
の
検
査
と
同
時

に
、
無
症
状
感
染
者
の
発
見
、

保
護
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

質　

問

①
高
齢
者
施
設
、
保
育
施
設

で
の
社
会
的
検
査
の
実
施
を
。

②
高
齢
者
施
設
に
新
規
で
入

所
す
る
方
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

費
用
の
助
成
を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
検
査
よ
り
も
、
各
施
設
の

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
徹
底

を
優
先
す
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
費
用
対
効
果
が
見
込

め
な
い
た
め
、
社
会
的
検
査

の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

②
実
施
の
考
え
は
な
い
。

再　

質　

問

国
で
も
、
高
齢
者
施
設
や

医
療
機
関
、
障
が
い
者
施
設

な
ど
の
職
員
、
利
用
者
に
対

し
定
期
的
な
検
査
は
大
事
で

理
解
促
進
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
市
教
育
委
員
会
独
自

の
リ
ー
フ
作
成
を
。

答　

弁　

教　

育　

長

①
健
康
状
態
に
つ
い
て
の
問

診
項
目
欄
に
、
化
学
物
質
や

香
り
に
対
し
て
過
敏
症
が
あ

る
と
い
う
項
目
を
追
加
し
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
検
討
す
る
。

②
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

保
護
者
や
教
職
員
に
配
布
す

る
。

感染拡大を
抑える対策を

は
な
い
か
。
と
大
臣
が
答
弁

し
て
い
る
。
費
用
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
国
に
働
き
か
け

を
。国

を
動
か
す
た
め
に
も
、

自
治
体
と
し
て
社
会
的
検
査

の
計
画
を
。

答　

弁　

地
域
福
祉
課
長

市
で
は
実
施
し
な
い
が
、

県
が
高
齢
者
施
設
等
に
対
し
、

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布
予

定
。
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ

う
協
力
・
連
携
す
る
。

施
設
の
対
応
と
な
る
が
、

抗
原
キ
ッ
ト
は
、
新
規
入
所

者
の
方
も
対
象
と
な
る
。

日
本
医
師
会
の
ニ
ュ
ー
ス
、

「
香
料
に
よ
る
新
し
い
健
康

被
害
も
、
体
調
不
良
の
原
因

は
香
り
か
？
」

香
料
つ
き
の
柔
軟
剤
や
石

け
ん
、
消
臭
・
除
菌
ス
プ
レ

ー
な
ど
の
香
り
を
不
快
に
感

じ
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
全
身

倦
怠
感
な
ど
が
生
じ
て
い
る
。

こ
れ
が
、
化
学
物
質
過
敏

症
の
一
種
で
あ
る
と
指
摘
を

し
て
い
ま
す
。

一
旦
、
化
学
物
質
過
敏
症

に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
治
る

こ
と
は
な
く
一
生
そ
の
病
気

と
付
き
合
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

香
害
や
化
学
物
質
は
、
子

ど
も
た
ち
に
も
重
大
な
健
康

リ
ス
ク
を
引
き
起
こ
さ
せ
ま

す
。

質　

問

①
症
状
を
抱
え
る
児
童
生
徒

の
把
握
。
健
康
調
査
項
目
に

入
れ
る
考
え
は
。

②
保
護
者
、
教
職
員
等
へ
の

香
害
に
つ
い
て

いわで議会だより − 10 −いわで議会だより



「産業廃棄物処理施設の設置に反対する意見書」を
全会一致により可決し 和歌山県知事に提出しました
【産業廃棄物処理施設の設置に反対する意見書】

現在、民間事業者により、岩出市根来字洞尾２２７４番４２他４筆に産業廃棄物処理施設
（溶融施設）の建設に関する「産業廃棄物許可申請等に係る事前調査書」が、和歌山県（環
境生活部環境政策局循環型社会推進課）に提出されている。

建設計画地周辺は、本市の北の玄関口に位置し、和泉山脈が東西方向に連なり緑ゆたかな
山並みのなか、京奈和自動車道路や府県間道路県道泉佐野岩出線等の東西南北の道路交通網
が交差する和歌山県と大阪府の交通の要衝となっており、その立地を活かし、自然環境と調
和した企業誘致を進められているところであり、既にいくつかの企業が進出し、雇用の機会
を創出している。

近隣には、国宝大塔を擁する根来寺、重要文化財旧和歌山県議会議事堂など多くの文化遺
産や岩出図書館などが立地し、文化・教育の交流拠点として、また、これら文化遺産と自然
が調和する観光拠点として位置付けられている地域となっている。

事前調査書によると、取扱廃棄物は、産業廃棄物では、燃え殻、汚泥、ばいじん、廃酸、
廃アルカリ、廃油、金属くず、廃プラスチック類、木くず、紙くず、ガラスくず、コンクリー
トくず及び陶磁器くず、がれき類であり、石綿含有産業廃棄物（アスベスト）、水銀使用製
品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等を含むものである。また、特別管理産業廃棄物として
は、廃油（引火性廃油）、廃酸（廃強酸）、廃アルカリ（廃強アルカリ）、特定有害産業廃棄物（廃
石綿）となっており、高温溶融で有害物質をスラグ化することで安全で無臭・無公害な建築
資材としてリサイクルするとしているが、日本国内では、実績がないと聞いている。

また、産業廃棄物を溶融処理するにあたり、搬入され保管することになるが、建設計画地
は、過去に幾度か土砂崩れが起きている旧採石場であり、今後発生が予測される南海トラフ
を震源とする巨大地震をはじめ、中央構造線断層帯を震源とする地震などによる崩壊で、こ
れらの産業廃棄物が飛散・流出すれば、周辺住民の生活環境のみならず、住持池などのため
池を水源とする農地や根来川流域の農地など広範囲の営農環境にも影響を与え、原状回復は
極めて困難となるおそれがある。

このような地へ施設を建設することに断固反対するものであり、許可権者である和歌山県
におかれては、こうした状況を勘案し、産業廃棄物処理施設の設置を許可しないよう強く要
望する。

（提出先）　和歌山県知事

意 見 書

いわで議会だよりいわで議会だより− 11 −



岩出市議会会議規則の一部を改正しました

女性をはじめとする多様な人材の市議会への参画を促進する環境整備を図る観

点から、住民が議員として活動するに当たっての制約要因の解消に資するため、

本会議や委員会への欠席事由として育児、看護、介護等を明文化するとともに、

出産について産前・産後期間にも配慮した規定の整備を図るほか、行政手続等に

おいて原則として押印を廃止する政府の政策動向を踏まえ、市議会に対する請願

に係る署名押印の見直しを行いました。

【主な改正の内容】
欠席事由を具体的に規定しました

会議に出席できない事由を「事故」と総称していましたが、「公務・疾病・育児・

看護・介護・配偶者の出産補助」その他について、具体的に規定しました。

出産の際の欠席期間を明文化しました

産前産後の母体の健康維持・回復の期間に配慮するため、出産に伴う欠席期間

を「出産予定日の６週間（多胎妊娠の場合にあっては、１４週間）前の日から当

該出産の日後８週間を経過する日までの範囲内」と明文化しました。

請願書への押印の見直しを行いました

請願書の提出にあたっては、押印を求めていましたが、「署名または記名押印」

に改め、署名（自署）の場合は押印を不要とする見直しを行いました。

なお、身体的理由により自署が困難な場合なども考えられるため、記名押印と

自署署名から選択できるようになりました。

会議規則の改正

いわで議会だより − 12 −いわで議会だより



厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委員 委員 委員 委員 委員 副委員長 委員長
市來 利恵 大上 正春 田中 宏幸 井神 慶久 福山 晴美 三栖 慎太郎 奥田 富代子

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委員 委員 委員 委員 副委員長 委員長
福岡 進二 尾和 正之 奥田 富代子 梅田 哲也 市來 利恵 田中 宏幸

総
務
建
設
常
任
委
員
会

委員 委員 委員 委員 委員 副委員長 委員長
増田 浩二 山本 重信 玉田 隆紀 吉本 勧曜 尾和 正之 福岡 進二 梅田 哲也

監査委員 副議長 議長
三栖 慎太郎 田中 宏幸 福山 晴美

議
会
運
営
委
員
会委員 委員 委員 委員 副委員長 委員長

市來 利恵 三栖 慎太郎 福岡 進二 井神 慶久 梅田 哲也 玉田 隆紀

＊岩出市議会では、委員の任期は、委員会条例により2年です。

正副議長・監査委員・常任委員会の構成委員が決まりました

いわで議会だよりいわで議会だより− 13 −



岩
出
小
学
校　

６
年　

中な
か

本も
と　

妃ひ

奈な

さ
ん

私
が
朝
、
学
校
に
行
く
時
に
出
会
う
人
た
ち
が
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
す
。

私
も
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」「
行
っ
て
き
ま
す
。」
と
笑
顔

で
元
気
な
声
で
返
し
ま
す
。

私
は
す
ご
く
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
、
学
校
へ
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
い
つ
も
地
域
の
人
た
ち
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
こ
ん
な
素
敵
な
岩
出
の
町
や
人
が
大
好
き
で
す
。

山
崎
小
学
校　

６
年　

加か

藤と
う　

駿は
や

仁と

さ
ん

岩
出
市
に
は
自
然
豊
か
な
場
所
や
公
園
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
は
い
わ
で
ア
ス
リ
ー

ト
ク
ラ
ブ
の
練
習
で
、
大
宮
緑
地
総
合
運
動
公

園
の
と
て
も
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
清
掃
活
動
を
し
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、
き

れ
い
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
紀
の
川
や
和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
、
根
来
山

げ
ん
き
の
森
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
岩
出
の
美
し

い
自
然
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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小中学生から
岩出への想い

特集

（委 員 長）田中　宏幸　　　（副委員長）　市來　利恵
（委　　員）梅田　哲也　　　奥田富代子　　　尾和　正之　　　福岡　進二

岩出市議会広報常任委員会

●第2回定例会（6月議会）日程
午前9時30分から

6月11日（金）行政報告･議案説明

17日（木） 質疑・委員会付託

25日（金） 討論・採決

29日（火） 一般質問

30日（水） 一般質問

★ 令和３年第２回定例会（６月）の本会議開催予定日は、次のとおりです。
　  傍聴される方は、咳エチケット等の「新しい生活様式」を取り入れた感染症対策に、ご協力をお願いします。

いわで議会だよりでは、
表紙写真・イラストを募集しています。
詳しくはウェブサイトをご覧ください。

いわで議会だより − 14 −


